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1 魅力だと感じたこと（抜粋）

●都心から近くにある里山

●景観が綺麗

●自然を生かしてアスレチックなどが作れる

●山道、水（鶴見川の源流）、材木、木工

●手つかずの土地

●森林、自然、田畑、山

●整備されていない道を通ることも1つの里山の魅力

●おこしの森、忠生630号線沿線

●人の手が入りすぎていない自然

●自然体験

●いろんなアイディアを活かせる

第2回 小山田の里山環境活用の拠点づくりに関するワークショップ
フィールドワーク感想アンケート集計（概要版）

2「魅力」を活かすための拠点は、どのような場所にあるとよいか

① 既に活動が行われている場所、またはその付近（11件）
② 地域の方が日常的に（徒歩や自転車などで）アクセスしやす
い場所（19件）

③ エリア外の人もアクセスしやすい場所（車でも来やすい場
所）（19件）

④ ①から③以外の場所（6件）
（物理的な空間を想定しなくてもよい、平地、車・自転車で
アクセスしやすい、野中谷戸の奥、自転車周回コース）


